
 
 

 

みやざき LFP 令和 6 年度 第 1 回研修会 

開催要領 

 

１  目的 
　　消費者ニーズの多様化や持続可能な食料供給への対応が求められる近年、県内にお

いても、新たな消費行動を的確に把握し、柔軟に対応していくことが、宮崎県農林水

 産物の消費・販売回復と地域経済の活性化に必要不可欠です。

　そこで、多様な業種が集まるみやざき LFP プラットフォームのパートナーが、そ

れぞれの強みを出し合いながら地域における課題の抽出を行い、地域食資源を活用し
 た新ビジネスのアイデアを創出するための研修会を開催します。

 

２　開催日時 
    令和年 6 年 5 月 13 日（月）午後 1 時 30 分から 4 時 30 分まで（受付 12 時 50 分～） 

 

３　開催形式と場所 

  ◆ハイブリッド形式
（１）会場参加　定員 100  名

ＭＲＴ micc　2  階　ダイヤモンドホール

　　　（宮崎市橘通西 4 丁目 6−3  ）

（２）オンライン参加（Zoom)　定員 100  名
※開会から第 2  部終了までオンライン配信いたします。

  
４　参集範囲 

みやざき LFP  パートナー、県内農林水産関連事業者、県内食品関連事業者
 県・市町村、関係機関等

 

５　内容 
 ◆主催者あいさつ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　13：30　～　13：40 
　　　　　　　　　　　　　公益財団法人宮崎県産業振興機構 理事長　丸山　裕太郎 

【第 1  部】

 ◆ LFP 研修会①　講演　　　　　　　　　　　　　　　 　　   13：40　～　14：10 
　「LFP ４年目の現在地と、今後に向けて」  

講師：中央ＬＦＰ事務局　コーディネーター　佐藤　孝弘氏 

 
【第 2  部】

 ◆ LFP アイデアを持つパートナーによる連携呼びかけ　　　　　14：10　～　14：40 
　１　西米良村希少柚子を中心としたローカル食文化価値化プロジェクト 

(ゆずファクトリー　濵砂 充伸氏） 
　２　非可食農産物を活用して地域を盛り上げたい！　　　　　　　　　　　　　　　 

(株式会社名古屋精密金型　渡邊祐子氏） 

　３　グリーンパパイア素材を用いたサステナブル健康食品開発 

(パパイア王子　岩本脩成氏） 
　４　宮崎の一級品たちのフードロス問題 

(Refood ジャパン　河野大星氏） 

 
 ◆みやざきローカルフードプロジェクト（LFP）強化事業の案内　14：40　～　14：50 



　「今年度補助事業のスケジュール及び申請手続・要件等の説明」 
                                 宮崎県農業流通ブランド課 主任技師 日髙 修二氏 

 

【第 3 部】 

 ◆ LFP 研修会②　ワークショップ　　　　　　　　　　 　　 　15：00　～　16：30 
「新たな出会いで”新しい何か”を創出するためのアイデアを生み出す」 

   
　分科会毎に分けて行いますので、参加申込書に希望する分科会を下記から２つご記

 載ください。なお、ワークショップのオンライン配信は行いません。

 
 　　◆分科会

　　 A  ：未利用資源活用
　　 B  ：地域活性化

　　 C  ：観光・ツーリズム

　　 D  ：輸出

　　 E  ：機能性・香り
　　 F  ：保存食

 　

６　参加方法及び申込締切 
別紙参加申込書に記入の上、令和 6 年 5 月 7 日（火）までに、 

メールまたは FAX  で下記事務局までお申し込みください。

 

７　問い合わせ及び参加申込先 
      みやざき LFP 事務局 

　　　（公益財団法人宮崎県産業振興機構 みやざきフードビジネス相談ステーション） 

　　 　TEL：0985-89-4452　FAX：0985-89-4468　Mail：nishihara-reiko@mepo.or.jp 
 


